
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

メインクラス Lv.1: レベル
効果：

サポートクラス Lv.1: 性別

称号クラス 年齢 効果：

種族 境遇 効果：

目標
効果：

筋力 器用 敏捷 知力 感知 精神 幸運
基本値 効果：

HPボーナス
クラス修正 MP 効果：

他修正
フェイト能力値 効果：

装備品 射程 命中 攻撃 回避 物防 魔防 行動 移動
効果：

右手
左手

効果：
頭部
胴部

効果：
補助

装身具
効果：

能力値
スキル

効果：
その他

m

効果：

効果：
ダイス数 d d d

能力値 スキル その他 合計 ダイス数 所持品
トラップ探知 + d

トラップ解除 + d

危険感知 + d

エネミー識別 + d

アイテム鑑定 + d

魔術判定 + d

呪歌判定 + d

錬金術判定 + d

現在重量：

最大重量： 所持金： 預金・借金：

出自
（効果）

総計(右)
総計(左)
総計(両)

美尾

シーフ

ガンスリンガー セージ
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放浪者
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ガンパード

ドミノ
クロスアーマー

ファインバックラー

アームズマスタリー：魔導銃　バタフライダンス
サクセション：ガンパード
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6 6 2
6 6 2
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3 3
6 6

ベルトポーチ
バックパック
冒険者セット

乗用馬
ポーションホルダー
HPポーション×3
MPポーション×2

毒消し

44515

6

アクロバット

ワイドアタック

インタラプト

スティ－ル

アドバイス

トレジャーマニア

バタフライダンス

ファインドアウト

キャリバー

ガンパード

アームズマスタリー：魔導銃

インサイト

ファインドトラップ

トレーニング：敏捷

サクセション
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パッシヴ

メジャー

効果参照

ＤＲ直後

判定直前

効果参照

パッシブ

-

-

パッシブ

パッシブ

パッシブ

パッシブ

パッシブ

アイテム

-

武器

視野

-

20ｍ

視界

-

-

-

-

-

-

-

-

-

自身

範囲(選択)

単体

自身

単体

単体

自身

自身

自身

効果参照

自身

自身

自身

自身

効果参照

-

命中

自動成功

自動判定

自動成功

自動成功

-

-

-

-

-

-

-

-

-

ｼﾅﾘｵ１

攻撃

SL+1回

ｼｰﾝ１

魔導銃

魔導銃

魔導銃

装備

猫族、作成時に敏捷基本値に+3

武器攻撃を行う。命中判定の達成値に+SL

ﾊﾟｯｼﾌﾞ、ｱｲﾃﾑ以外のｽｷﾙ打消し

ドロップとは別にドロップ判定

自分以外のの判定に+1D

ドロップ品決定ロール+1D 

回避+1D

隠密ｷｬﾗの人数を把握する。発見すると与：放心

キャリバー：1個獲得

魔導銃の攻+（SL×3）重：6 部：双

命中判定+1D

はったりや嘘の精神判定+1D

罠感知+1Ｄ　失敗しても作動しない

敏捷基本値+3

ﾌﾟﾘﾌﾟﾚｲ時に選択した装備性能+1

PC名：美尾
種族：ヴァーナ（狐族）
　　　　　　　 狐族とは第２の粛清前に少数存在していたグループである。遺跡の遺産にもほぼ記録は残っていない。
メイン職業：シーフ
両親：放浪者
　　　世界をめぐりながら旅をしていた
武器：キャリバー：陽光　太陽をイメージした金色のキャリバー。父の遺品
　　　　　　　　　月花　月をイメージした銀色のキャリバー。母の遺品
簡易メモ　
狐族の遺産とはどんなものなのか？美尾はひたすら盗み続ける
命の恩人の雪風の命令（お願い）には絶対服従（？）
両親を殺された思い出から妖魔を酷く憎む

～prologue～
突然だが旅をしていた美尾とその両親は妖魔に追われていた。持久力には自信のあるヴァーナ族であってもしつこい追跡と土地勘の無さが徐々に余裕を奪ってゆ
く。深い森の中、母が足を取られ転倒する。父は美尾をみてこう言った
「次の村へ先に逃げて助けを呼んできてくれないか」
と言うと母の元に駆け寄り足元に転がっていた木の枝で妖魔を追い払おうと試みた。美尾は一瞬両親へ駆け寄ろうと考えたが父の頼みを思い出すと必死で村に走
った。
森を抜け村が見えた時、背中に鋭い痛みが走るのを感じ地面へ倒れこんだ。一匹の妖魔が美尾へ迫る。死を覚悟したその瞬間・・一筋の風が通り抜け妖魔が力な
く倒れた。そこには一人の侍の姿が。そう、雪風との出会いである。
その後雪風と共に村に着き助けを求めたが時すでに遅し、森に残るは無残な死体のみであった。
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